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W31a Astro-E2衛星の現状：X線 CCD 検出器 (XIS)
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Astro-E2衛星には、計 5台のX線反射鏡が搭載されており、そのうち 4台の焦点面にX線CCDカメラ (XIS)
が搭載されている。XISは、MITとの日米協力で開発された撮像検出器で、1台は背面照射型 (BI)、3 台は表面
照射型 (FI)のCCDを備えている。BI CCD は低エネルギー側、FI CCD は高エネルギー側に感度が高く、互い
に相補的である。またChandra, XMM などに塔載された従来の BI CCD は FI CCD よりもエネルギー分解能に
劣るという欠点があったが、XIS の場合は新技術の “chemisorption process” により分解能にほとんど差がない。
XISは、一昨年から較正試験を開始し、昨年からは衛星総合試験の一環として各種動作試験を行って来た。そ
の結果、エネルギー分解能は FI, BI とも 130 eV (@5.9keV)、空乏層厚は FI 68µm, BI 39µm、読出しノイズ 3
electron (FI, BI 共) の数値を得た。Astro-E2 になり新たに加わった電荷注入機能も、安定した電荷注入を実現
しており、打ち上げ後の機上較正で有効な手段になり得ることを証明した。また、X 線イベントが複数ピクセル
に広がる現象の影響が深刻な BI CCD に対しては「可変 split threshold 法」という、イベントの取りこぼしを
防ぐ新しい方法を開発した。
衛星の熱真空試験でも単体較正試験と変わらないエネルギー分解能が出ており、初期運用で行う電磁バルブの
開閉やドアオープンも正常動作が確認されている。講演では、地上較正試験で得られたXIS の全体性能について
まとめるとともに、総合試験とその後のXISの現状について報告する。


